
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ８ 月 １ 日 

目黒区立中央町保育園園長 

 今年は梅雨明け前から晴天と猛暑が続き、子どもたちは毎日のように水遊びやプール遊びを行っています。

７月上旬のプール開きでは５歳児が扮した水の精が登場し、安全に楽しくプールで遊べるようおまじないを

してくれました。プールの中で腹ばいになりワニのように泳ぎながらフープをくぐったり、ビート板につか

まりながら水に浮く感覚を楽しんだり、プールの周りでは水鉄砲や色水遊びをするなど、子どもたちは水の

感触を存分に味わいながら気持ち良さそうに遊んでいます。 

今年度より目黒区の子育て支援事業として、７、８月の２か月間、私立認可保育園の子どもたちがプール

遊びを経験できるよう、目黒区の公立保育園全園でプールをお貸しすることになりました。中央町保育園の

園庭にもプールが設置され、私立保育園が利用しない日は幼児クラスの子どもたちが利用し、３歳児はプー

ルの中で水しぶきをあげながらみんなで歩いたり、水かけっこをしたりして‘自分たちのプール’と言わん

ばかりに楽しんでいます。いよいよ近隣園の子どもたちが園庭のプールに入りに来ると、３歳児は初めのう

ちは不思議そうな表情で見ていましたが、そのうちに近隣園の子どもたちに笑顔で手を振ったり「つかって

いいよ」と水遊びの玩具を貸したりしていました。プール遊びを終えた近隣園の子どもたちも「たのしかっ

た～」「またきたいね」と言いながら笑顔で帰園していました。子どもたちが夏ならではの遊びを満喫し暑い

夏を元気で過ごせるよう、環境を整え楽しい活動を進めていきたいと思います。 

８月の園だより 

今月の予定 

中旬    避難訓練・身体計測 

※プールじまいは９月に行います。 

※来月、引き渡し訓練を行います。 

同日に、災害伝言ダイヤルも実施予定です。

詳しくは後日お知らせします。 

～夏まつりごっこを行いました～ 

 子どもたちで話し合い、テーマを決めて制作したお神輿を５歳児が担ぎ、保育園全体で「ワッショイ、ワッシ

ョイ」と応援し活気ある夏まつりが始まりました。２歳児から参加し、４、５歳児はペアとなってお店を回りま

した。ワニワニパニックでは、４歳児が「怖いな」とハンマーを持てないでいると「先にやってあげるよ」と５

歳児が次から次へとワニを叩いていきます。格好いい５歳児の姿を見て勇気を出して挑戦すると「怖くなかった

よ。もう１回やりたい」と楽しむことができました。ヨーヨー釣りでは、３歳児が「赤がいいんだ」と狙いを定

め、真剣な表情で釣っています。見事お気に入りのヨーヨーを釣ることができると嬉しくて上に下にと弾ませて

いました。うちわ作りでは、２歳児もシール貼りやなぐり描きをし、自分だけのうちわを完成させると嬉しそう

に大事に手に持っていました。最後は、保育園中に響き渡る「ワッショイ」の掛け声で友達や保育士と盆踊りを

元気に踊りました。始まりも終わりも「ワッショイ」と声を合わせ「楽しいね」と気持ちも一つになった夏まつ

りでした。 



 

 

水遊びの様子 

 

７月から水遊び・プール遊びが始まり、テラスや屋上から子どもたちの楽しそうな声が聞こえています。今回は

乳児クラスの水遊びの様子を紹介します。 

１歳児クラス（たけのこ組） 

 水遊びが始まってから「お水チャプチャプしに行こうか」と声をかけると嬉

しそうに帽子をかぶっています。タライの周りにシャベルやカップ、ジョウロ

などを置いておくと高月児の子はペットボトルにシャベルで水を入れ始めま

す。なかなか水が入らない様子に保育士が「これを使うと沢山入るよ」とじょ

うごを使って見せると、目を丸くさせながら「かして」と言い、早速使ってみ

ています。あっという間にボトルいっぱいになると「見て、いっぱい」と満足

そうです。低月児の子はシャベルですくって水を撒きパシャっという音と水し

ぶきが上がるのを楽しんでいます。時々、その水が友達にかかってしまい、お

互いに“あっ…”という表情をしていますが、すぐに「あははは」と笑い合っ

て水の冷たさやかかる面白さを共感しています。これからも水遊びと併せてボ

ディペインティングや寒天などの感触遊びも楽しんでいきたいと思います。 

０歳児クラス（つくし組） 

最初は大きなタライを見て“何だろう”と様子をうかがう姿もありましたが、 

タライの中の玩具を見つけるとすぐに手に取り遊び始めました。バシャバシャ 

と手やひしゃくで水面を打ちつけて楽しみ、顔に水がかかっても平気で遊んで 

います。水の入ったバケツを持ち上げて自分の体にジャーと水をかけ、濡れた 

服を不思議そうに触り、何度も繰り返し水に触れて楽しんでいます。夏まつり 

の日には、タライにヨーヨーを入れてひしゃくですくったり、手でつかんだり 

して楽しみました。また、水に触れるだけでなく天井に映る水のキラキラした 

反射に一人の子が気づいて「ん、ん」と指差しする姿がありました。周りの子 

も気づいてみんなで天井をじっと見つめる場面も見られました。これからも氷 

や色水なども楽しんでいきたいと思います。 

２歳児クラス（どんぐり組） 

保育士が緑の食紅を子どもたちの目の前でタライに入れて見せると「あ、 

（色が）変わった」と驚いています。タライの水をぐるぐる混ぜてカップや 

ボトルに入れて早速遊び始めました。透明なカップに入れると緑色がきれい 

に見えるようで、じーっと見入る子が「これジュースみたいだね」とつぶや 

きました。ボトルやカップが置けるように台を用意すると色水をすくって並 

べています。「いらっしゃいませー」と言いながら気分はジュース屋さんです。 

また、赤の色水も作ると「緑と混ぜちゃおう」と言ってミックスジュースの 

ようにしていました。色が少しずつ変わってくると「あれ、色が違う」と不 

思議に思ったようで保育士と一緒に「何でだろうね」と考えていました。こ 

れからも色々な素材に触れながら、水遊びの中での不思議や面白さに共感し 

ていきたいと思います。 


